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「おうちの方が元気になる！ 

笑顔あふれる家庭教育の充実をめざして」 

 

家庭教育はすべての教育の出発点です。 

子どもの健やかな育ちの基盤である家庭で保護者が安心し 

て子育てや教育を行うことができるよう支援します。 

「大東市家庭教育支援チーム」は地域のみなさんとともに 

保護者の学びや育ちを応援することにより、家庭と学校・地 

域をつなげ、家庭教育がより充実することをめざします。 

 

活動内容         

 

 

   子育てサロン等を開催します 

          子育てに関する学習の機会や気軽に集いお話ができる場の 

          提供を行います。（対象：全保護者） 

 

 

 

 

 

   相談・訪問チームがおうちを訪問します 

          スクールソーシャルワーカー、民生委員児童委員、青少年指導員 

で構成する相談・訪問チーム員が小学校 1年生のおうちへお役 

立ち情報をお届けします。（対象：小 1 保護者） 

 

 

       

    ※心配ごと・困ったこと、どんなことでもお気軽にご相談ください。 

     大東市教育委員会 家庭教育支援グループへ TEL：072-800-7760（直通） 

 

大東市教育委員会だより            平成２８年７月１９日発行 

   第３１号 

大東市のホームページでも「えがお大東っ子」をご覧いただけます。 

http://www.city.daito.lg.jp/kakukakaranoosirase/gakoukyoiku/kyouikukenkyu/egaodaitoukko/ 

 

 

みんなでお話しましょう 

子育てのお役立ち情報などのお届け 

 

 

家庭教育支援チームロゴマーク 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwipk6br0qvNAhWDHpQKHYlMC30QjRwIBw&url=http://pta.takefu1.chu.jp/?eid%3D191&psig=AFQjCNEi0-ZrjmK74Nf86fEToxg563WuNg&ust=1466128972524954


2 

 

 

 

 

 

 この大会は、誰もが気軽にスポーツを楽しめるように、ルールが簡単なニュー

スポーツを取り入れ、大東市スポーツ推進委員が開催しています。 

 種目は、毎年実施しておなじみのカローリングとボール deビンゴを行います。 

カローリングは氷上で行うカーリングからヒントを得て、床上でも出来るようにストーンの代わ

りにプラスチック製のジェットローラーを使い、9m 先の的をめがけ交互に投じ得点を競います。 

また、ボール deビンゴは、本市のスポーツ推進委員が考案したニュースポーツで、6m先のビン

ゴ盤の穴をめがけボールを転がし縦・横・斜めのビンゴ完成をめざします。 

いずれも 1チーム 4人で行いますが、1人

でも参加できます。日頃、運動不足と感じてい

る方、この機会に一度参加してみてはいかが

でしょうか？ご家族揃ってのご参加をお待ち

しています。 

また、グラウンドでは、ゲートボール連盟に

よる講習会を行います。 

 

 

NHKラジオ生放送でお馴染みの「NHK夏期巡回ラ

ジオ体操・みんなの体操会」が大東市にやってまいり

ます。 

早朝から全国に大東市の元気を発信しませんか。皆

さんの参加をお待ちしています。 

 

 

市制施行 60 周年を記念して、毎年体育の日に市民体育館で行っていたスポーツカーニバルを拡

大し、行います。種目は、徒競走、綱引き、大玉ころがし、玉入れや大東〇×クイズなど。また、体

育館では、体力測定、健康測定などを行います。 

模擬店も出店予定ですので、ご家族・ご友人と「スポーツの秋」を楽しみませんか。皆さんの参加

をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 
地域ファミリースポーツ 

〔南郷ブロック大会〕 

日時：平成 28年 9月 11 日（日）9:30から 

場所：南郷小学校体育館 

種目：カローリング、ボール deビンゴ 

持ち物：体育館シューズ 

    ※水分補給は各自でお願いします。 

参加費：無料 

日時 ：平成 28年 10月 10日（月）＜体育の日＞ 

    午前 10時から開会式 

    雨天の場合、体育館のみで実施予定 

場所 ：住道中学校、住道南小学校のグラウンドおよび体育館 

参加料：無料 

 ※詳細はチラシ等でご確認ください。 

日時：平成 28年 8月 31日（水） 

   午前 6時から開会式 

場所：来ぶらり四条グラウンド 

    雨天時は来ぶらり四条体育館 

参加料：無料 
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だいとう河内街道マラソン ～駆け抜ける喜び～ 
 

今年のマラソンでは、市制施行 60周年を記念して、10km の部のみですが、深北緑地内の周回

路と寝屋川沿いの公道である河内街道をコースとしています。 

また、例年どおり小学生の方には 2.2 km の

部、一般（16歳以上）の方の 5 km の部、50

歳以上・中学生の方には 3 km の部があります

。また、家族と一緒に走るファミリーの部（2 

.2 km）は、人気の高い種目です。 

 秋の紅葉の季節を楽しみながら、駆け抜ける

喜びを感じてみませんか。皆さんの参加をお待

ちしています。 

 

 
 

大東市立図書館では、大東市市制施行 60周年を記念して、第 1回「図書館 

を使った調べる学習コンクール」を開催します。このコンクールは、図書館の本 

を使って、気になることや興味のあることを調べてまとめた作品を応募してい 

ただくものです。応募期間は 8月 22日から 9月 19日まで。市内に住んでい 

る小学生から大人の方まで応募できます。図書館では夏休みに、調べる学習コンクールの説明会や

相談会を開催して、参加したい方を応援します。優れた作品には「市長賞」ほか各賞を授与する予定

で、その中から全国コンクールへの出品が行われます。詳しくは、広報『だいとう』７月号や図書館

のチラシ・HPをご覧いただくか、直接図書館までお尋ねください。夏休みの宿題として取り組むの

もオススメです。 

図書館では、このほかにも楽しいイベントをたくさん用意しています。ぜひ図書館へお越しくだ

さい。  

 

 

 

 大東市こころふれあう手話言語条例が平成２７年９月に制定され、平成２７年１１月に施行され

ました。大阪府内では初めての制定になります。本条例は、聴覚障がい者への理解を前提とした手

話の理解、普及促進を図るとともに、すべての市民が安心して暮らし、つながりを深めることので

きる地域社会の実現をめざ

し、制定されたものです。 

小中学校では、以前から道

徳や総合的な学習の時間等で

手話に親しむ機会を大切にし

てきましたが、今後さらに手

話への理解の促進に努めてま

いります。 

 

日時：平成 28年 11月 13 日（日）小雨決行 

   午前 9時 30分から開会式 

   雨天の場合、10km の部のみ実施予定 

場所：深北緑地球技広場 

参加料：400円（10km の部は 2,000円） 

 ※詳細はチラシ等でご確認ください。 
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   今回で５回目の実施となる大東市教育研究フォーラムは、大東市の公立学校園の教職員が一堂に

会し、教育委員会や学校園の取り組みの成果や課題を共有し、取り組みの方向性を確認する場です。 

 また、同時に、保護者や市民の方に、大東市がめざす教育に対するご理解とご協力をお願いした

いと考えています。 

 学校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たしながら、「子どもたちの笑顔があふれる学校」をつく

っていけるよう、この機会にぜひご来場ください。 

 

 

〇 テーマ『授業力のさらなる向上にむけて』 

〇 日時：平成 2８年８月１９日（金）      午後２時 20分～４時 45分  

                     （開場・受付 午後１時 45分～２時１５分） 

〇 場所：大東市立市民会館 ２階 キラリエホール 

【プログラム】 

１．開  会     趣旨説明   亀岡 治義 教育長 

            あいさつ   東坂 浩一 市長 

２．実践報告     大東市立南郷小学校 

            「組織的な取り組みについて」 

３．記念講演     新坊 昌弘 先生（関西外国語大学 教授） 

「今、必要な授業力とは」 

 

 

～連載② 今求められている授業 アクティブ・ラーニング（ＡＬ）とは～ 

 

前号でもお伝えしたように、今の子どもたちは「思考力・判断力・表現力」を身につける必要があ

ります。そのために有効な授業法として、最近、文部科学省より「アクティブ・ラーニング」という

方法が提案されました。 

同省のホームページでは、「アクティブ・ラーニング」について、「教員による一方的な講義形式の

教育とは異なり、学修（習）者の能動的な学修（習）の参加を取り入れた教授・学習法」とあります。

つまり、今までの、教員が主体となり授業を進めていく形から、子どもたちが主体となり授業を進

めていく形に変化してきています。子どもたち主体の授業では主に、子どもたち自身が考え、お互

いの意見を話し合い、互いに協力し合いながら、新しいことに気付き課題を解決することをめざし

ます。その中で子どもたちは、「思考力・判断力・表現力」を身につけていくのです。 

ただし、これまで「学び合う」授業づくりに取り組んできた大東市の学校教育において、これらは

新しいことではありません。 

子どもたちの成長は子どもたちの中にあります。大東の教育を保護者・地域の皆様と学校が協力

し、素晴らしいものにしていきましょう。 

 

平成 2８年度 第５回 大東市教育研究フォーラム 

 


